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学会 トピ ッ クス

全 欧 消 化 器 病 週 間 （United　European 　Gastroenterology

Week ：UEGW ）2011参加印象記

福　永 健

兵庫医科大学内科学 （下部消化管）

　去る 2011年 10月 22〜26 日，第 19 回 ヨ ーロ ッ パ 消

化器病週間 （19しhUnited
　European　Gastroenterology

Week ；UEGW ）が北欧 ス ウ ェ
ー

デ ン の 首都ス トッ

ク ホ ル ム で 開催さ れ た．初冬の 北欧とい うこ とで，か

なり寒 い もの と覚悟して 赴い た が期間中雪 は降 らなか

っ た．

　欧州最大の消化器系学会で ある UEGW は 町の 中心

部か ら少 し外れ た 巨大 な コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン ターで 盛

大に 開催 された．学会発表に よ る と参加者は約 1万 2

千人，参加者 は EU を始 め 世界各国か ら参集 し て い た

が，実 は 日本か らの 参加者は全体 で 9位 とア ジ ア はも

とより，非ユ ーロ 圏で も最多で あっ た．今回 凵本消化

器病週 間 （JDDW ）と
一

部 日程が かぶ っ て しま っ た こ

と を考 え る と，日本人研 究者 の 参加数 の 多さに驚か さ

れた．日本の 研 究者はや は り内視鏡分野 での 参加が多

く， 本学会にお い て若手に贈 られる賞 で は最 も権威 の

ある National　Scholar　 award に 本年度，内視鏡治療

（ESD ） の 研究で演題 を発表され た Sendai　City　Medi −

cal 　Center の Maeda 先生が選出され た ．また ，
“
The

State　 of 　the　Art　in　 modern 　 endoscopy ：Japanese／

European　joint　endoscopy 　symposium
”

と題 さ れ た 日

欧内視鏡学会の ジ ョ イ ン ト シ ン ポ ジ ウ ム が 企画さ れ る

な ど内視鏡分野 で の 日本人 の活発 な活動が み られ 「ア

フ ェ レ シ ス で もい つ か…」 と思 い を強 くした もの で あ

る．

　本年度 の UEGW は各 凵に
一

つ ず つ ，計 3 つ の シ ン

ポ ジ ウ ム 枠 と 10 月 24 日 と 35日に各々
一

つ ずつ ，計

2 つ の 特別枠
“
Today

’
s　science ，　Tomorrow　Medicine

”

を中心 に多数 の Oralお よび Posterセ ッ シ ョ ン か ら構

成 され て い た．IBD の 分野 も例年 の 如 く多 くの 演 題

が報告され て い た．今回，小生 の所属施設か らは 口 演

84

1演題 と示説 2 演題 を発 表さ せ て い た だ い た ．私は 凵

演セ ッ シ ョ ン
‘LNew

　ulcerative 　colitis 　therapies
”

に お

い て ，演題
“
CHINESE 　HERBAL 　MEDICINE “XILEI

SAN ”AS 　REMISSION 　INDUCTION 　AND 　MAINTE −

NANCE 　 THERAPY 　 FOR 　 PATIENTS 　 WITH 　 RE −

FRACTORY 　 ULCERATIVE 　 PROCTITIS ：A 　 PRO −

SPECTIVE 　 RANDOMISED 　 DOUBLE 　 BLIND 　 PLA −

CEBO 　CONTROLLED 　TRIAL
”

と 題 し，我 々 が 独 自

に 開発 し た坐薬製剤の難治性直腸炎型潰瘍性大腸炎患

者に 対 する有効性 を無作為割 り付 け二 重盲検 試験 で 評

価 し報告 した．3 ス ク リ
ー

ン を擁する大 きな会場があ

て がわれ，大 い に 緊張 した．示説セ ッ シ ョ ン に は，三

重 大 学 消 化 器 内科 か ら 国 内 留 学 で 来 ら れ て い た

Kikuyama 医師が 当院 に お ける Cytomegalovirus

（CMV ）感染症合併 UC の 経過 と予後 をま とめた演題

を提 出 し，本年度 の Poster　Award を獲得 した．示説

も う一
演題 は ア フ ェ レ シ ス に 関 す る演題

“
Anew

treatment　strategy 　for　Crohn
’
s　Disease　patients　with

poor 　response 　or 　intolerance　to　anti −TNF 一α．
”

で ，難

治性 ク ロ
ー

ン 病患者に対す る顆粒球 ・単球吸着療法 の

有用性を 発表 し た （写真 1）．

　他 に ア フ ェ レ シ ス 関 連 の 演 題 で は，Toho

University，　Sakura　Medical　Centre の Katsuno先生 や

Kitasato　University　East　Hospitalの Yokoyama 先生

（写真 2A ），　 Osakahu　Saiseikai　Nakatzu　Hospitalの

Fukuchi 先生 （写真 2B ）が本邦で 開発 された 白血球

除去療 法 （ア フ ェ レ シ ス ）の 従来治療 に 抵抗す る

IBD 患者 へ の 有用性を様 々 な観点か ら評価 し報告 し，

参加者か ら多 くの 興味 と質問を得て い た．米国で は

Sands らの Negative　result （Sands　BE ．　et　al．　Gastro−

enterology 　2008）以 来，ア フ ェ レ シ ス に対す る 風 当
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写真 1 示説 発表 て奮 闘 す る当科 上小 鶴孝 二 先生

写真 蹠 　示譏発表 され る辱ヒ蠱大 学東 病 驍の 攤出 　薫 先生

写真 31 蝉 1隼 以来 　ノ ーヘ ル 糞受賞 者 と その 篆族弁 滞 在 す る

　　　 ホ テル と して 有名奪　ク ラ ン トホ テ ル ス ト ノ クホ ル ム

　 130Ut ；．1の 瞭 史が あ 知 亟 眞 鼓コ
ーr　t− C あ る　

厂

襲念 きか ・丿
臥 う疋 熱十 テ ノ ♂よ孔

盤 尊 は 依 疑 強 い 炉 　轡、珊て は K 、， etit ．sKE 大 早 の

L（｝Lberg 先弖 を よ しの ，獲冶 晩 ｝BD に対 丁 る泌塘メ鞏

択腫 と して ア ブ z レ シ ス を積健 諒 に 誘潮 し て い る 汽

師 　施設 も多 く　 しL （罫  に お い て 質鴨内容 は その 誓

用縄 ゼ 3盤 耗 冶焼へ の こ繊 （
’
冫蠣 融し 耄｝耐 鼻g 蕗 こ の

軒贋 の 昆丿｝な と．こ い 承帯発 の 診療洪 を 珞 髦的に 認 。議

し て い る 隸 了か 肌 で 感し ろ 丸 た

　ス ト ／ クホ ｝レム 巾珪 は 　藁 区 こ とう・小きい 島 ，こあ り ．

そ 齔 らを 斑 数 の 黐で 繋い な よ ｝に なハて い て ，「詑歓

の ヴ ヱ 争 チ ア ＿ k い う嬲 呂通 り の 本 辺 に勇廴え る た し ヤ

鄰海て あ っ た　う貞 3丶

　銘 孟ト昌 口 冫ス rl ラ ホ L ∠ 充

気、こ も虐 まフし，犀 会 の 介 騨 し は 謂 め て 泌 饕 るずr・f＄・の 詫

欧 を講喫て きた

　轡 ・｝返 し 、こな る か，U ⊃GW こは 駄 贋気隻 こ も とれ

る 「繕 し く出 て きた ti の を 塔 ，辷捲 に 烹け ぺ 牝 て く淞

る」 酸の 深 い 印象か ち 今　夲準の
’
丁会ン

ーズ ／ と薙な

るた め，なヵな が参与ドう・藩 しい か もレ t ない か 記謂 一

畦 こ の 籤 覈｛気を惑 じて い た た き た ．と息 う

　次桓f、し1）G砥 は 2012年 1（｝彗 20〜21 「
｛，オ フ ン タ

ア ム ス テ ル ダ ム て 蹄肄さ れ る

写真 螂 　示観 登表 され た膚生会 中 肆病 陵 の 鰯知 　工 先生

ヨ本
冖一・
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i
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